
第２号様式（第４８条の６関係）（日本産業規格Ａ列４番）

年 月 日

電話（連絡先）

一般乗合 特定
（注（１））旅客自動車運送事業運行管理者資格者証の交付を受け

一般乗用

たいので、旅客自動車運送事業運輸規則第４８条の６第２項の規定により、別紙書類を添付

して申請します。

注 不要の文字は消すこと。
申請の区分の欄は、該当する区分の記号の１つを○で囲み、必要事項を記入する
こと。

℡

（フリガナ）

運行管理者資格者証交付申請書

営 業 所 名

北海道運輸局長　殿

収 　入

印 　紙

郵 便 番 号
住 所

（１）
（２）

備　考 所 属 事 業 者 名

Ｂ 資 格 要 件
旅客自動車運送事業運輸規則第48条の５第１項に
該当する。

氏 名

生 年 月 日

申請の区分
Ａ 試 験 合 格 受験番号 （　年　月　日合格）



第３号様式（第４８条の７、第４８条の８関係）（日本産業規格Ａ列４番）

年 月 日

電話（連絡先）

訂　正
資格者証の （注（１））を受けたいので、旅客自動車運送事業運輸規則

再交付

第４８条の７第１項
（注（１））の規定により、別紙書類を添付して申請します。

第４８条の８第１項

注 不要の文字は消すこと。
資格者証の訂正を申請する場合は、収入印紙は不要。
理由の欄は、該当する事項の数字を○で囲むこと。

℡

訂　正

運行管理者資格者証         （注（１））申請書

再交付

（３）

理　　　由 １　氏名の変更　　　２　汚損　　　　３　破損　　　　４　亡失

申請前に有してい
た資格者証の記載

内容

資格者番号

氏　　　名

生年月日

変　更　後　の　氏　名

（１）
（２）

備　考 所 属 事 業 者 名

営 業 所 名

北海道運輸局長　殿

収 　入

印 　紙

郵 便 番 号

生 年 月 日

住 所

（フリガナ）

氏 名



以下の書面のいずれかを添付してください。
　・自動車運転免許証のコピー　（裏面に氏名を変更した記載のあるものは、裏面の写しも貼り付けしてください。）
　・個人番号カード（マイナンバー）のコピー　（裏面のコピーは、不要です。）
　・住民票の写し（マイナンバーの記載が無いものであって、地方自治体が発行した原本を指す、コピー不可）
　・氏名の変更がなく、亡失のみによる再交付申請の場合、添付不要

証明書添付用紙
①氏名及び生年月日を証明する書類

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ



・手帳１枚目から両開きにして記載部分全ての写しを貼付してください。なお、紙面不足のときは別紙を使用してください。

以下、令和６年１０月８日付NASVAプレス資料より抜粋
https://www.nasva.go.jp/news/pdf/2024/20241008_1.pdf

②国土交通大臣が定める運行の管理に関する講習受講証明書
１．手帳の場合

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

２．証明書の場合
独立行政法人自動車事故対策機構（NASVA）が発行する書面について、令和７年度以降に講習をうけた、もしくはお
持ちの手帳を紛失した場合は、手帳に代わり各証明書が交付されますので、各書面を別紙として添付してください。

サンプル

サンプル

サンプル



１ 年 月 年 月 日 年 月
２ 年 月 年 月 日 年 月
３ 年 月 年 月 日 年 月
４ 年 月 年 月 日 年 月
５ 年 月 年 月 日 年 月

年 月

記
上記のとおり、自社が経営する

旅客自動車運送事業
（

において、運行管理補助者もしくは代務者として実際に運行管理に携わっていたことを
証明いたします。

注１複数の事業者の運行管理を行い、申請時に所属する事業者の経験のみでは、所定の期間を
満足しない場合は、他の事業者の証明も必要です。

注２運行管理者基礎講習を修了した者もしくは運行管理者資格者証の交付を受けている者で
なければ、運行管理補助者もしくは代務者として、運行管理に携わることができません。

注３運輸開始前や休止、廃止期間中等は選任されていても運行管理を行うことができない
ため、経験期間からは除かれます。

電話番号／
担当者氏名

事業用自動車の運行の管理に関する実務経験証明書

申 請 者

一般乗合 一般乗用 特定旅客 ）

～
～
～
～

生 年 月 日

～

期間終期

証明事業者の
氏名又は名称

住　　　　所

→
→
→

日

→

期間始期
日
日
日
日
日

合計期間
日
日
日
日
日

総合計期間

→


